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組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
地

方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
政
治
的
合
意
を
経

て
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
鉄
道
・
運
輸
機
構
と

の
裁
判
上
の
和
解
が
成
立
し
、
裁
判
は
終
結
い
た

し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
苦
難
と
波
乱
に
満
ち
た
こ
の
運
動

と
闘
い
を
支
え
た
、
組
合
員
に
心
か
ら
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

雇
用
問
題
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
も
の
の
解
決

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
解
決
し
た
力
は
、
一
つ
に
は
二
三
年
と
い

う
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
苦
闘
を
乗
り
越
え

頑
張
り
合
っ
て
き
た
闘
争
団
・
家
族
の
揺
る
ぎ
な

い
信
念
と
闘
い
だ

と
思
い
ま
す
。
二

つ
は
、
組
合
員
の

力
で
す
。
分
割
・

民
営
化
を
通
じ
て

か
け
ら
れ
た
国
労

解
体
攻
撃
は
、
当

時
の
中
曽
根
総
理
大
臣
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う

に
、
国
労
を
潰
せ
ば
、
総
評
・
社
会
党
が
解
体
す

る
と
い
う
中
で
、
差
別
・
選
別
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
、
攻
撃
に
抗
し
国
労
組
織
を
守
り
抜

い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
国
会
前
集
会
・
自
治
体

決
議
・
院
内
集
会
・
国
会
議
員
要
請
を
は
じ
め
大

衆
行
動
、
カ
ン
パ
、
物
販
の
購
入
な
ど
、
自
ら
の

差
別
と
闘
い
な
が
ら
、
闘
争
団
を
支
え
き
っ
た
力

だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
は
、
地
域
・
共
闘
の
国
労
へ
の
支
援
・
連

帯
で
す
。
物
販
・
連
帯
す
る
会
・
デ
ー
ル
基
金
・

カ
ン
パ
を
は
じ
め
、
大
衆
行
動
へ
の
取
り
組
み
で

す
。
国
鉄
闘
争
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域

共
闘
運
動
と
し
て
国
労
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
力

だ
と
思
い
ま
す
。

　

四
つ
は
、
政
治
の
力
で
す
。
一
昨
年
、
政
権
交

代
を
受
け
て
連
立
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

国
策
に
よ
り
二
三
年
と
い
う
長
い
歳
月
と
、
解

雇
さ
れ
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
闘
争
団

を
放
置
し
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
い
と
、
政
治
窓

口
の
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
努
力
し
て
い
た
だ
き

四
党
が
政
府
に
解
決
を
せ
ま
り
、
政
府
と
し
て
、

解
決
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
四
つ
の
力
が
結
合
し
て
解
決
へ
の
機
運
を

掴
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
未
解
決
の
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
更
に
、

団
結
・
統
一
を
大
切
に
国
労
の
旗
の
下
に
結
集
し

最
終
決
着
の
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
採
用
問
題
の
解
決
を
機
に
、
私
た
ち
は
、
未

来
を
見
据
え
て
、
安
心
・
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
国

労
を
作
り
上
げ
る
真
摯
な
運
動
を
全
職
場
に
浸
透

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
組
織
は
人
な
り
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
仲
間

を
大
切
に
し
あ
い
、
互
い
に
助
け
合
う
職
場
の
取

り
組
み
の
重
要
性
、
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の
改

善
に
向
け
た
職
場
活
動
・
分
会
活
動
の
大
切
さ
を

今
日
ま
で
学
び
合
っ
て
き
ま
し
た
。
今
こ
そ
国
労

が
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
内

外
に
示
し
、
共
感
を
広
げ
信
頼
と
き
ず
な
を
定
着

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

あ
わ
せ
て
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
が
着
実
に
前
進
し
て
い
る
今
、
大
き
く
展
望

の
持
て
る
組
織
作
り
に
向
け
て
全
機
関
が
歩
み
出

し
て
い
る
こ
と
に
自
信
と
確
信
を
持
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
か
ら
大
き

く
落
ち
込
み
、
金
融
破
綻
に
よ
っ
て
デ
フ
ォ
ル
ト

寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
国
が
発
生
す
る
な
ど
、

先
行
き
不
透
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
労
働

者
の
雇
用
・
生
活
は
、
デ
フ
レ
経
済
の
も
と
、
格

差
と
貧
困
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
春
闘
は
、
す

べ
て
の
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
求
め
、
官
・
民
統

一
の
闘
い
に
押
し
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改
正
を
は
じ

め
、
交
通
基
本
法

の
制
定
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る

社
会
・
安
心
し
て

働
け
る
職
場
を
目
指
し
、
労
働
条
件
の
改
善
・
環

境
改
善
な
ど
に
総
力
を
上
げ
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
・
医
療
・
年
金
・
介
護
の
社
会
保
障
、
雇

用
問
題
な
ど
の
政
策
実
践
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
擁
護

に
向
け
て
、
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
本
年

四
月
に
実
施
さ
れ
る
統
一
自
治
体
選
挙
に
つ
い
て

は
、
国
鉄
労
働
組
合
が
掲
げ
て
き
た
政
治
方
針
の

前
進
を
期
す
る
政
党
と
の
連
携
を
強
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
最
終
解
決
」・

「
健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
と
労
働
条
件
改
善
」・

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」・「
組
織
の
強
化
・

拡
大
」
な
ど
当
面
す
る
、
国
労
の
諸
課
題
の
実
現

に
む
け
、
組
合
員
・
家
族
の
先
頭
に
立
つ
決
意
を

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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安全・安定輸送確立と
不採用　　最終解決に全力をあげよう！
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一
一
月
一
三
日
に
中
央
支
部
第
二
四
回
定
期
支

部
大
会
を
Ｊ
Ｒ
新
宿
ビ
ル
に
て
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
残
さ
れ
た
課

題
で
あ
る
「
雇
用
」
の
確
保
に
向
け
て
引
き
続
き

組
織
と
し
て
全
力
を
上
げ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
間
、
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
受
け
入
れ

て
い
た
三
闘
争
団
（
旭
川
・
深
川
・
留
萌
）
と
長

い
年
月
を
共
に
闘
い
続
け
て
き
た
事
の
意
義
と
成

果
を
、
今
後
の
組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

中
央
支
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
東
海
以
外
に
、

鉄
道
運
輸
機
構
、
国
鉄
清
算
事
業
本
部
や
鉄
道
総

合
技
術
研
究
所
・
日
本
テ
レ
コ
ム
と
い
っ
た
職
場

で
働
く
組
合
員
で
構
成
さ
れ
た
支
部
で
、
互
い
の

職
場
実
態
を
突
き
合
わ
せ
る
だ
け
で
も
大
変
な
状

況
。

　

そ
の
中
で
共
通
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、

年
々
組
合
員
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
一
つ
に
今
後

の
組
織
展
望
を
切
り
開
く
た
め
に
も
、
真
剣
に
組

織
拡
大
に
取
り
組
む
。
二
つ
に
退
職
後
も
高
齢
者

が
安
心
し
て
働
け
る
労
働
条
件
の
確
保
で
あ
る
。

　

共
通
す
る
課
題
を
は
じ
め
、
職
場
毎
に
抱
え
る

課
題
に
対
し
、
大
会
で
は
支
部
が
組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
分
会
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
た
。

中

央

支

部

　

東
京
地
方
本
部
は
一
一
月
二
三
日
、
二
〇
一
〇

年
度
の
助
役
試
験
に
合
格
し
た
組
合
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

交
流
会
で
は
合
格
し
た
組
合
員
か
ら
、「
不
安

は
あ
る
が
、
助
役
と
一
緒
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
仕
事
内
容
は
理
解
し
て
い
る
」、「
小
集
団
や
提

案
な
ど
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
助
役
に
な
っ
た
ら

管
理
の
仕
事
な
ど
は
あ
る
が
、
実
務
的
に
は
変
わ

ら
な
い
と
思
う
」「
発
令
さ
れ
た
ら
、
組
合
差
別

が
な
い
か
、
仕
事
を
教
え
て
も
ら
え
る
か
不
安
が

あ
る
」
な
ど
率
直
な
声
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
す
で
に
二
〇
〇
八
年
に
助
役
試
験
に
合

格
し
た
組
合
員
か
ら
は
、「
国
労
と
し
て
合
格
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
毎
日
図
書
館
に
行
っ
て
勉

強
し
て
き
た
。
周
り
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

不
安
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
う
が
、
自
然

体
で
や
れ
ば
、
助
役
の
仕
事
は
で
き
る
。
勇
気
と

自
信
を
も
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
い
っ
て
欲
し

い
」
と
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
激
励
し
た
。

　

続
い
て
当
該
分
会
な
ど
か
ら
は
、「
主
任
に
は

何
人
も
合
格
し
て
い
る
が
、
指
導
職
に
一
〇
何
回

も
受
験
し
て
不
合
格
の
方
が
い
る
」「
こ
の
間
ず

い
ぶ
ん
指
導
職
に
合
格
し
て
い
る
が
、
受
か
り

た
い
人
が
受
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
」、
な
ど
の
現
状
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
と
現
状
を
踏
ま
え
、
地
方
本
部

は
「
合
格
者
は
不
安
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
お
互

い
に
情
報
を
共
有
化
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。
助
役
試
験
に
受
か
る
人

は
、
職
場
・
仕
事
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
公
平
・
公
正
な
人
事
運
用
を
求
め
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
集
約
し
、交
流
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
へ
「
感
謝
状
」
を
贈
呈

　

十
二
月
十
四
日
、
不
採
用
問
題
解
決
に
長
期
に

渡
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
東
京
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
へ
石
上
委
員
長
、
本
部
浜
中
書
記
長
が
訪
問

し
、
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

各
支
部
大
会

　

開
か
れ
る

　

自
動
車
支
部
は
第
六
七
回
定
期
大
会
を
一
二
月

八
日
、
地
本
会
議
室
に
於
い
て
開
催
し
た
。

　

生
方
副
委
員
長
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
議
長

に
磯
部
委
員
（
長
久
保
分
会
）
が
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
丸
山
委
員
長
か
ら
は
、
採
用
差
別

問
題
の
経
過
と
再
雇
用
を
求
め
て
支
部
と
し
て
も

全
力
で
。
斉
藤
さ
ん
の
国
労
加
入
報
告
と
組
織
拡

大
は
急
務
で
あ
り
こ
れ
を
足
が
か
り
に
奮
闘
し
て

も
ら
い
た
い
。
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る
た
め
議

論
を
今
大
会
で
深
め
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　

来
賓
に
松
川
地
本
書
記
長
を
迎
え
、
地
本
大
会

の
報
告
、
不
採
用
問
題
、
組
織
拡
大
報
告
な
ど
の

挨
拶
を
受
け
て
き
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
佐
野
基
地
や
三
ヶ
日
営
業
所
な

ど
の
配
転
を
含
め
た
職
場
問
題
や
、
和
解
後
も
自

動
車
職
場
で
は
昇
進
試
験
を
含
み
国
労
差
別
が
以

前
と
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
が
、
正
常
な
労
使
関

係
を
強
く
求
め
て
い
く
闘
い
を
作
っ
て
い
こ
う
。

組
合
員
の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
組
織
拡

大
は
急
務
と
考
え
る
が
、
結
果
が
だ
せ
な
い
な
ど

報
告
・
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

唐
澤
書
記
長
か
ら
、
小
さ
な
問
題
も
点
検
摘
発

　

国
労
大
井
工
場
支
部
第
九
一
回
定
期
代
議
員

会
が
一
〇
月
三
〇
日
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

一
〇
一
号
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

伊
東
副
委
員
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
議

長
に
は
小
島
代
議
員
（
保
全
科
）
副
議
長
に
は
酒

井
代
議
員
（
部
品
科
）
を
選
出
し
た
。

　

木
村
委
員
長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
各
来
賓
か
ら

の
挨
拶
、
地
本
松
川
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告
を

含
め
た
挨
拶
が
あ
っ
た
。
議
題
に
入
り
代
議
員
会

延
期
承
認
の
あ
と
二
〇
〇
九
年
度
経
過
報
告
及
び

二
〇
一
〇
年
度
運
動
方
針
（
案
）
二
〇
〇
九
年
度

決
算
報
告
を
提
案
し
て
午
前
中
の
議
事
を
終
了
し

た
。

　

再
開
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
四
名
の
代
議
員
か

ら
発
言
が
あ
り
、

組
織
拡
大
し
た
経

過
や
人
減
ら
し
・

合
理
化
に
よ
る
労

働
条
件
の
悪
化
、

エ
ル
ダ
ー
制
度
の

問
題
点
・
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
や

第
十
六
回
品
川
国

鉄
ま
つ
り
の
取
り

組
み
な
ど
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

書
記
長
集
約
で
は
①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
早
期
解

決
を
求
め
る
闘
い
に
つ
い
て
。
②
労
働
条
件
改

善
・
故
障
の
無
い
車
両
の
提
供
に
つ
い
て
。
③
組

織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
。
④
二
〇
一
一
年
春
闘

に
つ
い
て
の
四
点
に
わ
た
り
集
約
が
行
わ
れ
た
。

　

白
井
執
行
委
員
か
ら
代
議
員
会
宣
言
が
読
み
上

げ
ら
れ
一
年
間
の
運
動
を
代
議
員
全
員
で
確
認
し

木
村
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
代
議
員
会
は

無
事
に
閉
会
し
た
。

助
役
試
験
合
格
者

　

交
流
会
を
開
催

助
役
試
験
合
格
者

　

交
流
会
を
開
催

　

首
都
圏
の
電
車
を
検
査
修
繕
し
て
い
た
大
井
工

場
が
隣
の
山
手
電
車
区
と
一
緒
に
な
り
東
京
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
私
達
の
台
車
科

分
会
は
前
と
変
わ
ら
ず
電
車
の
下
周
り
、
台
車

枠
・
車
輪
・
モ
ー
タ
ー
・
ブ
レ
ー
キ
部
品
等
の
修

理
修
繕
を
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
は
一
三
名
で
一

名
は
エ
ル
ダ―

社
員
と
な
り
車
内
清
掃
業
務
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　

職
場
の
問
題
は
国
鉄
最
後
の
社
員
と
平
成
採
用

社
員
と
の
一
〇
年
近
く
の
技
術
断
層
で
す
。
大
量

の
社
員
が
退
職
を
迎
え
る
こ
の
二
～
三
年
、
受
け

継
ぐ
若
手
社
員
が
足
り
な
い
し
長
期
的
に
現
場
に

残
る
社
員
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
会
社
は
中
・
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
修
職
場
で
も
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
現
実
の
対
策
は
外
注
化
で
す
（
エ
ル
ダ
ー
対

策
と
言
っ
て
い
る
）。
台
車
科
内
も
、
具
体
的
に

輪
軸
検
修
ラ
イ
ン
の
洗
浄
・
ユ
ニ
ッ
ト
検
修
の
洗

浄
・
コ
ロ
・
軸
箱
等
の
洗
浄
・
Ｍ
Ｍ
部
品
洗
浄
・

車
輪
搬
送
等
の
作
業
を
外
注
化
を
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
工
程
の
中
間
部
分
の
外
注
は
、
作
業
や
工

程
変
更
指
示
な
ど
に
「
偽
装
請
負
」
と
言
う
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
外
注
作
業
者
と
作
業
し
て
い

る
社
員
は
日
常
茶
飯
事
に
変
わ
る
そ
の
日
の
入
場

工
程
変
更
に
追
わ
れ
、
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
は

ず
の
「
誰
が
監
督
員
・
監
督
補
助
な
の
か
」
も
判

ら
ず
（
指
導
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
）
直
接
外
注

作
業
者
に
「
こ
の
車
両
番
号
こ
っ
ち
に
変
更
ね
」

「
次
の
入
場
は
Ｍ
車
で
な
く
Ｔ
車
ね
」
等
と
指
示

し
て
い
ま
す
。

　

分
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
、
社
会
的
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
偽
装
請

負
の
疑
い
の
あ
る
職
場
の
問
題
を
今
年
の
職
場
要

求
に
も
掲
げ
今
春
闘
を
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

月
二
回
の
執

行
委
員
会
と

二
カ
月
に
一

回
の
全
員
集

会
及
び
年
末

分
会
大
会
と

新
年
会
で
の

組
合
員
交
流

を
通
し
て
分

会
の
結
束
を

図
っ
て
い
る

所
で
す
。

連載企画
分会紹介

２３

台
車
科
分会

し
要
求
を
作
り
上
げ
働

き
や
す
い
職
場
を
つ
く

り
組
織
拡
大
に
も
結
び

つ
け
て
い
こ
う
と
集
約

が
行
わ
れ
、
こ
の
一
年

間
の
運
動
方
針
を
決
定

し
て
き
た
。

　

最
後
に
、
丸
山
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
無
事
大
会
を
閉
会
し

た
。

自
動
車
支
部

大

井

工

場

支

部
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